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①研究背景と研究目的
現在日本にはたくさんの大学があり、大勢の大学生が通っている。大学の規模はそれぞれ異なっており、使われている色彩も様々である。そんな大学生たちの声をインターネットを通じて聞いたサイトを見たところ、大学に対して様々な意見が飛び交っていた。その中でもこの立命館大学では『広さを十分に使えていない』『通っていて快適ではない』などの否定的意見が数多く飛び交っていた。そこで、学校を構成している要素の中でも色彩、広さに注目し、よりよい大学づくりをしていくことを研究の目的とする。
②研究の位置づけ
　既往研究では大学の時代ごとのファサードの色彩、材料の変化の研究は行われていたが、色彩、広さが大学生に与える影響を研究しているものはなかったので、この研究では色彩、広さが与える影響について調査、分析するものとする。
③調査目的と調査方法
　より多くの人がすごしやすい、通いたいと思うような色彩、広さの使われ方を明らかにするために調査を行う。対象地域は立命館大学びわこ草津キャンパス、被験者は同大学生、調査方法はキャンパス内の特に多くの大学生が用いる場所や施設、通路などをいくつか選択し、写真に撮り、それをフォトショップやイラストレーターを用いて色彩、広さを加工したものを用意する。色はマンセル色相環の２４色を用い、一つの色彩について３通りの広さを作成し、それらを被験者に見せ、順位付けをさせる。また、その写真を見たイメージをあらかじめ１０種類用意しておき、一番当てはまるものを選択させる。
④分析手順
　調査から得られたデータを、好まれる色彩、広さの使われ方や、嫌われる色彩、広さの使われ方を場所ごとに分けて集計する。集計したものをグラフにし、好まれる傾向を分析する。また、その場所のイメージを集計し、立命館大学として好まれるイメージの分析を行う。
⑤仮説
　分析によって大学に対する否定的意見の解消や、大学生活をより有意義にするためのキャンパスの利用方法などについての考察が可能なのではないかと推測することができる。
